
　昭和万葉の森は、第６回全国植樹祭で昭和
天皇・皇后両陛下がアカマツをお手植えにな
られた「御成山」と、隣接する山林が森林公
園として整備されたものです。
　園内には万葉植物が植栽されており、四季
折々の美しい風景が訪れる人々の目を楽しま
せています。

昭和万葉の森 ‶紅葉"

町村会のうごき

共済事業アレコレ
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町村会の予定

11月 ９日 県知事、県議会議長への
要望・意見交換会

11月11日 副町村長研修
11月20日 新たな過疎対策法制定に

関する県との合同要望
11月25日 全国町村会理事会、都道

府県町村会長会議
11月26日 全国町村長大会

12月 ４日 町村長会議

共 済 事 業 ア レ コ レ

　

町
内
外
の
方
々
の
交
流
拠
点
と
し
て
オ
ー

プ
ン
し
た
賑
わ
い
拠
点
施
設
（
通
称
「
な
な

い
ろ
ひ
ろ
ば
」）。
そ
の
ひ
と
つ
「
Ｂｏｏ
ｋ
＆
Ｃ

ａ
ｆｅ
こ
・
ら
っ
し
ぇ
」
は
カ
フ
ェ
と
図
書
館
が

併
設
さ
れ
た
一
味
違
っ
た
施
設
。
図
書
館
は

本
好
き
の
人
た
ち
の
交
流
の
場
と
し
て
、
ま

た
学
習
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、

勉
強
の
合
間
に
カ
フ
ェ
で
一
息
つ
い
て
、
も
う

ひ
と
頑
張
り
、
と
いっ
た
形
で
も
活
用
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
カ
フェで
は
七
ヶ
宿
産
の
米
、

旬
の
野
菜
を
活
か
し
た
ラ
ン
チ
や
「
も
ち
も

ち
感
」が
特
徴
の
生
パ
ス
タ
を
堪
能
で
き
ま
す
。

そ
し
て
、「
こ
・
ら
っ
し
ぇ
」
隣
に
は
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
を
活
用
し
た
入
浴
施
設
「ｗｏｏ

七
ヶ
宿
町

 

県
内
21
町
村
か
ら
お
伝
え
し
ま
す

〝
な
な
い
ろ
ひ
ろ
ば
〞と〝
街
道
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
お
た
て
〞

│
自
然
豊
か
な
ま
ち
で
交
流
と
憩
い
を
│

　個人年金共済は、公的年金だけでは老後が不安だと思われ
ている方、近い将来のための蓄えとしたいと考えているための
保険で、２種類のコースが設定されています。

１．税制適格コース
　加入資格は、掛金払込予定期間が10年以上ある方です。

２．一般コース
　加入資格は、掛金払込予定期間が１年以上ある方です。

※「税制適格コース」は老後の生活資金確保のため、「一般コース
」は近い将来のための蓄えとして、ご活用いただくことをお勧め
します。
 ※掛金は、月払１口2,000円以上、ボーナス払１口10,000円以
上で、それぞれ自由に設定することができます。（ボーナス払の
みでの加入はできません）

　11月中旬から～１月4日まで新規加入者の募集を行っており
ます。詳しいお問い合わせは、団体担当者または下記までご
連絡ください。

宮城県町村会事業推進課　TEL 022-221-9203

個人年金共済について11月

12 月

町村通信

Book＆Cafe こ・らっしぇ（カフェ）

Book＆Cafe こ・らっしぇ（図書スペース）

街道HOSTELおたて

写真・文　提供／大衡村

ゆとりある老後生活のために、「年金共済」をぜひご活用下さい。

ｓｐ
ａ
や
・
す
ま
っ
し
ぇ
」
が
訪
れ
た
方
々
の

疲
れ
を
癒
し
て
く
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
旧
湯
原
小
学
校
校
舎
を
七
ヶ
宿
の

自
然
と
伝
統
、
文
化
に
触
れ
な
が
ら
体
験
交

流
が
で
き
る
宿
泊
施
設
と
し
て
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ

ン
し
た「
街
道
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
お
た
て
」が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
窓
か
ら
見
え
る
美
し
い
山
々

に
囲
ま
れ
た
環
境
で
、
合
宿
や
校
外
活
動
等

に
も
活
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
二
つ
の
施
設
は
、「
新
し
い
モ
ノ
」と「
古

か
っ
た
モ
ノ
を
新
し
く
進
化
さ
せ
た
モ
ノ
」
と

成
り
立
ち
は
違
い
ま
す
が
、
町
内
外
の
方
々

の
交
流
と
憩
い
の
場
と
し
て
親
し
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。



　

会
議
は
、各
町
村
長
で
構
成
す
る

政
務
委
員
会（
３
部
会
＝
総
務
建
設
・

産
業
経
済
・
厚
生
文
教
）で
検
討
を

重
ね
た
要
望
事
項
を
整
理
す
る
か
た

ち
で
進
め
ら
れ
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
に
関
す
る
特
別
要
望
」

と
「
令
和
３
年
度
の
県
予
算
・
施
策
へ

の
要
望
38
項
目
」
を
取
り
ま
と
め
ま

し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
終

息
の
見
通
し
が
立
た
な
い
中
、イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
感
染
者
が
多
く
発
生
す
る
冬

季
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
感
染
予
防
、医

療
体
制
、自
治
体
へ
の
支
援
施
策
等

を
、国
・
宮
城
県
の
連
携
の
も
と
実
施

さ
れ
る
よ
う
次
の
事
項
を
要
望
す
る
。

１
．
自
治
体
病
院
に
対
す
る
経
営
支

援
に
つ
い
て
＝
感
染
症
対
策
の
実
施

な
ど
で
厳
し
い
経
営
状
況
に
直
面

　

９
月
25
日
と
10
月
２
日
、県
自
治
会
館
に

お
い
て
災
害
共
済
事
業
加
入
推
進
事
務
説

明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、①
災
害
対
策
費
用
保
険 

②

公
有
建
物
・
自
動
車
共
済 

③
非
常
勤
職
員

公
務
災
害
補
償
保
険 

④
総
合
賠
償
補
償
保

険 

⑤
自
治
体
委
託
業
務
等
災
害
補
償
保
険 

⑥
職
員
任
意 

│ 

生
命
・
医
療
・
収
入
補
償

│ 

保
険 

⑦
職
員
個
人
年
金
共
済 

⑦
全
国

町
村
職
員
生
協
の
各
共
済
（
火
災
共
済
・
自

動
車
共
済
・
特
定
疾
病
保
険
）の
制
度
や
特

徴
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

10
月
14
日
（
〜
15
日
）、南
三
陸
町
を
会

場
に
北
海
道
東
北
六
県
町
村
会
会
長
会
議

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

  

会
議
は
、北
海
道
と
東
北
六
県
の
町
村
会

長
が
出
席
し
、東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

な
ど
を
中
心
に
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、10
月
12
日
に
開
園
し
た
「
震
災
復
興

祈
念
公
園
」
を
視
察
し
、９
年
半
に
わ
た
る

復
興
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

町
村
長
会
議

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
関
す
る

特
別
要
望
な
ど
を
決
め
る

災
害
共
済
事
業
の
加
入
推
進
／

事
務
説
明
会

各
事
業
の
制
度
や
特
徴
に
つ
い
て

北
海
道
東
北
六
県
町
村
会
会
長
会
議

南
三
陸
町
を
会
場
に
開
催

10
月
６
日
、県
自
治
会
館
に
お
い
て
町
村
長
会
議
を
開
催
し
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
に
関
す
る
特
別
要
望
と
令
和
３
年
度
の
県
予
算
・
施
策
へ
の

要
望
な
ど
を
審
議
、決
定
し
ま
し
た
。

宮城県町村会のうごき

　

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、国
に
対
し

一
層
の
経
営
支
援
を
求
め
る
こ
と
。

２
．
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
期
に
備
え
た

医
療
体
制
に
つ
い
て
＝
相
談
・
検
査

体
制
の
拡
大
と
医
療
体
制
の
充
実

を
図
る
こ
と
。

３
．
町
村
財
政
へ
の
支
援
と
財
源
の
確

保
に
つ
い
て
＝
感
染
対
策
費
の
確
保

と
と
も
に
来
年
度
以
降
も
適
正
な

町
村
行
政
の
執
行
に
必
要
な
財
源

確
保
を
国
に
求
め
る
こ
と
。

４
．
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
対

策
に
つ
い
て
＝
安
全
性
等
の
情
報
提

供
、接
種
の
優
先
順
位
、費
用
負
担

等
に
係
る
国
の
方
針
と
責
任
を
明

確
に
す
る
よ
う
国
に
求
め
る
こ
と
。

５
．
感
染
防
止
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

＝
感
染
者
の
増
加
は
県
民
の
命
と

健
康
に
関
わ
る
と
と
も
に
、回
復
の

兆
し
が
み
ら
れ
る
観
光
業
等
に
も

影
響
が
波
及
す
る
こ
と
か
ら
、一
層

の
感
染
防
止
策
を
実
施
す
る
こ
と
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

関
す
る
特
別
要
望
（
要
望
書
抜
粋
）

町村長会議　あいさつに立つ佐藤仁会長（南三陸町長）
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９
月

▼
10
日　

全
国
町
村
会
政
務
調
査
会
、理
事
会

（
テ
レ
ビ
会
議
）
佐
藤
会
長
出
席

▼
20
日　

市
町
村
職
員
採
用
統
一
試
験

▼
23
日　

正
副
会
長
会
議
（
県
自
治
会
館
）

▼
25
日　

災
害
共
済
事
業
加
入
推
進
事
務
説
明

会
①（
県
自
治
会
館
）

▼
28
日　

宮
城
県
市
町
村
等
非
常
勤
職
員
公
務

災
害
補
償
等
認
定
委
員
会
（
県
自
治

会
館
）

▼
29
日　

政
務
委
員
会
（
県
自
治
会
館
）

▼
30
日　

行
政
課
題
研
修
①（
県
自
治
会
館
）

『
５
Ｇ
の
普
及
展
開
に
向
け
た
取
り

組
み
』（
総
務
省
東
北
総
合
通
信
局
：

橋
本
浩
一
氏
）『
５
Ｇ
で
加
速
す
る
Ｄ

Ｘ
』（
日
本
電
気
株
式
会
社
：
藤
本
幸

一
郎
氏
）

10
月

▼
１
日　

市
町
村
消
防
団
員
事
務
担
当
者
会
議

（
県
自
治
会
館
）

▼
２
日　

災
害
共
済
事
業
加
入
推
進
事
務
説
明

会
②（
県
自
治
会
館
）

▼
６
日　

正
副
会
長
会
議
、町
村
長
会
議
（
県

自
治
会
館
）

▼
９
日　

行
政
課
題
研
修
②（
仙
台
市 

江
陽
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
） 『
地
方
公
務
員
の
定

年
延
長
制
度
と
こ
れ
か
ら
の
人
事
行

政
』（
一
財
・
公
務
人
材
開
発
協
会
：

鵜
養
幸
雄
氏
）

▼
13
日　

各
種
団
体
の
負
担
金
適
正
化
会
議 

（
県
自
治
会
館
）

▼
14
日
（
〜
15
日
）
北
海
道
東
北
六
県
町
村
会

会
長
会
議
（
南
三
陸
町
）

▼
18
日　

市
町
村
職
員
採
用
統
一
試
験

　

９
月
20
日
と
10
月
18
日
、県
自
治
会
館
な

ど
を
会
場
に
市
町
村
職
員
採
用
統
一
試
験

を
実
施
し
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
２
市
20
町

村
２
組
合
の
募
集
に
対
し
、計
７
４
０
名
が

試
験
に
臨
み
ま
し
た
。

　

先
人
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
っ
て
「
農
業
と
観

光
の
町
」
と
し
て
発
展
し
て
き
た
蔵
王
町
は
、現

在
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、町
民
生
活
や
観
光
業
等

に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
お
り
ま
す
の
で
、町
民

の
安
全
と
安
心
を
守
り
、地
域
経
済
の
再
生
に
向

け
、早
急
に
必
要
な
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

任
期
満
了
（
10
月
５
日
）
に
伴
う
蔵
王
町
長
選
挙
が
９
月
27
日
に
投
開
票
さ
れ
、

現
職
の
村
上
英
人
氏
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

市
町
村
職
員
採
用
試
験

　

本
表
彰
は
、多
年
に
わ
た
り
市
町
村
長
と

し
て
地
方
自
治
行
政
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と

に
対
し
て
贈
ら
れ
る
も
の
で
、今
年
度
全
国

か
ら
15
名
の
市
町
村
長
が
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。
本
県
か
ら
浅
野
元 

大
和
町
長
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

浅
野
町
長
は
、１
９
９
９
年
10
月
に
大
和

町
長
に
就
任
さ
れ
現
在
６
期
目
。
こ
の
間

に
黒
川
地
域
行
政
事
務
組
合
理
事
長
、宮
城

黒
川
地
方
町
村
会
会
長
や
県
町
村
会
の
副

会
長
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
２
年
度 

市
町
村
長
総
務
大
臣
表
彰

町
村
会
日
誌

1952年  １月 蔵王町生まれ
1992年  ３月 蔵王町議会議員

  （～2004年３月 通算３期）
1992年 ４月 宮城蔵王観光株式

会社参与
（～２００２年3月）

2004年10月 蔵王町長 （1期）
2008年10月 蔵王町長 （2期）
2012年10月 蔵王町長 （3期）
2015年  ５月 宮城県町村会長

  （～2019年５月）
2016年10月 蔵王町長 （4期）
2020年10月 蔵王町長 （5期）

す
。
ま
た
、子
育
て
支
援
、防
災
・
減
災
対
策
や
仙

台
・
蔵
王
間
高
速
バ
ス
運
行
な
ど
の
施
策
を
継
続

強
化
す
る
と
共
に
、移
住
定
住
対
策
や
地
域
公
共

交
通
対
策
、統
合
中
学
校
建
設
事
業
な
ど
に
も
力

を
入
れ
て
い
く
こ
と
で
、誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

蔵王町長

村上　英人 氏 
むらかみ　　ひで と  

［プロフィール］

　
一
目
千
本
桜
の
大
河
原
町
は
、近
年
、住
民
の
健

康
意
識
の
高
さ
や
、教
育
環
境
整
備
に
よ
る
学
力

の
高
さ
な
ど
の
特
徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。

 　

加
え
て
、学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
、町
立
桜
保
育

所
、大
河
原
中
学
校
体
育
館
の
改
修
や
立
て
替
え
、

そ
し
て
白
石
川
河
川
敷
の
活
用
事
業
な
ど
の
公
共

任
期
満
了（
10
月
27
日
）に
伴
う
大
河
原
町
長
選
挙
が
10
月
18
日
に
投
開
票
さ
れ
、

現
職
の
齊
清
志
氏
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

1953年  ９月 大河原町生まれ
1977年  ８月 薬剤師
1990年 ６月 株式会社エフエフ

オー代表取締役
2002年  ４月 仙南薬剤師会会長
2004年10月 大河原町長（1期）
2012年10月 大河原町長（2期）
2016年10月 大河原町長（3期）
2019年10月 宮城県町村会副会

長
2020年10月 大河原町長（4期）

施
設
の
新
設
、更
新
も
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
き
ま
し
て
も
、広
域
的

な
視
点
に
立
ち
、経
営
感
覚
あ
ふ
れ
る
政
策
を
展

開
し
、人
口
維
持
を
可
能
と
す
る
、選
ば
れ
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
ひ
と
・
ま
ち
・
桜
が
咲
き

ほ
こ
る
、先
進
の
ま
ち
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

大河原町長

齋　清志 氏 
さい　　きよ し  

大和町長

浅野　元 氏 
あさ の　　はじむ 

［プロフィール］

２
市
20
町
村
２
組
合
の
募
集
に

７
４
０
名
が
受
験

浅
野
元 

大
和
町
長
に
贈
ら
れ
る

ひ
と
こ
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ひ
と
こ
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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町村会の予定

11月 ９日 県知事、県議会議長への
要望・意見交換会

11月11日 副町村長研修
11月20日 新たな過疎対策法制定に

関する県との合同要望
11月25日 全国町村会理事会、都道

府県町村会長会議
11月26日 全国町村長大会

12月 ４日 町村長会議

共 済 事 業 ア レ コ レ

　

町
内
外
の
方
々
の
交
流
拠
点
と
し
て
オ
ー

プ
ン
し
た
賑
わ
い
拠
点
施
設
（
通
称
「
な
な
い

ろ
ひ
ろ
ば
」）。
そ
の
ひ
と
つ「
Ｂｏｏ
ｋ
＆
Ｃａ
ｆ

ｅ
こ
・
ら
っ
し
ぇ
」は
カ
フェ
と
図
書
館
が
併
設

さ
れ
た
一
味
違
っ
た
施
設
。
図
書
館
は
本
好

き
の
人
た
ち
の
交
流
の
場
と
し
て
、
ま
た
学

習
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、
勉
強

の
合
間
に
カ
フ
ェ
で
一
息
つ
い
て
、
も
う
ひ
と

頑
張
り
、
と
いっ
た
形
で
も
活
用
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。カ
フ
ェ
で
は
七
ヶ
宿
産
の
米
、
旬

の
野
菜
を
活
か
し
た
ラ
ン
チ
や
「
も
ち
も
ち

感
」
が
特
徴
の
生
パ
ス
タ
を
堪
能
で
き
ま
す
。

そ
し
て
、「
こ
・
ら
っ
し
ぇ
」
隣
に
は
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
を
活
用
し
た
入
浴
施
設
「ｗｏｏ
ｄ
＆

七
ヶ
宿
町
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〝
な
な
い
ろ
ひ
ろ
ば
〞と〝
街
道
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
お
た
て
〞

│
自
然
豊
か
な
ま
ち
で
交
流
と
憩
い
を
│

　個人年金共済は、公的年金だけでは老後が不安だと思われ
ている方、近い将来のための蓄えとしたいと考えているための
保険で、２種類のコースが設定されています。

１．税制適格コース
　加入資格は、掛金払込予定期間が10年以上ある方です。

２．一般コース
　加入資格は、掛金払込予定期間が１年以上ある方です。

※「税制適格コース」は老後の生活資金確保のため、「一般コース
」は近い将来のための蓄えとして、ご活用いただくことをお勧め
します。
 ※掛金は、月払１口2,000円以上、ボーナス払１口10,000円以
上で、それぞれ自由に設定することができます。（ボーナス払の
みでの加入はできません）

　11月中旬から～１月4日まで新規加入者の募集を行っており
ます。詳しいお問い合わせは、団体担当者または下記までご
連絡ください。

宮城県町村会事業推進課　TEL 022-221-9203

個人年金共済について11月

12 月

町村通信

Book＆Cafe こ・らっしぇ（カフェ）

Book＆Cafe こ・らっしぇ（図書スペース）

街道HOSTELおたて

ゆとりある老後生活のために、「年金共済」をぜひご活用下さい。

ｓｐ
ａ
や
・
す
ま
っ
し
ぇ
」
が
訪
れ
た
方
々
の

疲
れ
を
癒
し
て
く
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
旧
湯
原
小
学
校
校
舎
を
七
ヶ
宿
の

自
然
と
伝
統
、
文
化
に
触
れ
な
が
ら
体
験
交

流
が
で
き
る
宿
泊
施
設
と
し
て
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ

ン
し
た「
街
道
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
お
た
て
」が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
窓
か
ら
見
え
る
美
し
い
山
々

に
囲
ま
れ
た
環
境
で
、
合
宿
や
校
外
活
動
等

に
も
活
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
二
つ
の
施
設
は
、「
新
し
い
モ
ノ
」と「
古

か
っ
た
モ
ノ
を
新
し
く
進
化
さ
せ
た
モ
ノ
」
と

成
り
立
ち
は
違
い
ま
す
が
、
町
内
外
の
方
々

の
交
流
と
憩
い
の
場
と
し
て
親
し
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。


